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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、山本忠雄博士（1904-91）がその著Growth and System of the Language o
f Dickens: An Introduction to A Dickens Lexicon （1946年東京大学より文学博士の学位を授与、1953年学士院賞受
賞）において構想し、自ら収集した６万枚のカードに基づき、Dickens Lexicon Digitalを作成することである。18世
紀と19世紀英国小説の電子テキストを含めた多機能搭載型のLexiconとして、インターネット上で公開する。完成版の
公開は2017年3月を目標だが、部分的な公開は2014年7月に行う。

研究成果の概要（英文）：Our project to create The Dickens Lexicon Digital is based on approximately 60,000
 index cards which the late Dr. Tadao Yamamoto (1904-91) compiled. Our Dickens Lexicon is neither book-bas
ed nor document-based, but is rather designed as a web-based reference resource. The Dickens Lexicon Digit
al with a Multifunctional Information Retrieval System, including the e-texts of 18th and 19th century fic
tion is scheduled to be available on the web by March 2017, although it will be partially functional and a
vailable on the web, from July 2014.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 故山本忠雄博士（1904—1991）の Growth and 

System of the Language of Dickens: An 

Introduction to A Dickens Lexicon (1943)は、

1946年（昭和 21年）に東京大学より文学博士の

学位を授与された。この博士論文は、戦後にな

って関西大学（英語学会）の故八鳥冶一教授の

尽力によって、1950（昭和 25 年）に出版され、

1952年に第 2版が、そして、2003年第 3版の改

訂版（溪水社）が出ている。また、1953 年（昭和

28 年）には、英語英文学研究者としては初めて

の学士院賞を受賞された。 

この Growth and Systemは、副題にあるように 

Dickens Lexiconの作成を最終目標として書かれ

た Introductionである。山本博士はLexiconの作

成のために様々な共同研究を試みられたがい

ずれも満足のいく結果を得られなかった。その

後は、山本博士独力で用例の収集に当たられ、

Pickwick からもう一度作品の年代順にカードが

集められた。残念ながら、Lexicon は完成される

ことなく 1991 年に他界された。山本博士が他界

された後、カードの所在はわからなかった。 

 山本博士の死後、博士自ら集められたカード

の所在は不明のままであったが、1997年広島時

代の教え子にご遺族から博士の蔵書を寄贈した

いとの申し出があった。その蔵書の整理中に博

士の書斎の一角に膨大な数のカードを収納した

大きな木製のボックスが発見され、ご遺族の許

可をいただき、カードを借用し、当時の共同研究

者の一人であった黒瀬保を代表として、広島大

学及び熊本大学出身の研究者、総勢 20 名から

なるDickens Lexicon編纂プロジェクトチームが、

1998 年に結成されることとなった。その後、メン

バーに Web アプリケーション開発の専門家と統

計処理の専門家、さらに Dickens を専門とする

定義入力の担当者が加わった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、山本忠雄博士（1904-91）（元広島

大学・神戸大学教授）がその著 Growth and 

System of the Language of Dickens: An 

Introduction to A Dickens Lexicon （1946年東京

大学より文学博士の学位を授与、1950 年に出

版され、1953 年学士院賞受賞、2003 年第 3 版

の改訂版（溪水社）刊行）において構想した

Dickens Lexiconを、コンピュータ技術を駆使して

様々な機能を搭載し、Dickens の言語文体研究

のみならず 18世紀、19世紀の英国小説の言語

文体研究に寄与することを目的とした、研究者

20 数名によるプロジェクトである。本 Lexicon は

冊子体資料ではなく、インターネット上で公開す

る予定である。本 Lexicon の付加機能として

Dickensの全作品および 18、19世紀を代表する

作家の主要作品のテクストを収録する。また、本

レキシコンを使用して書かれた研究論文を公表

する。 
 
３．研究の方法 
DL編纂作業は、以下の手順で行われた 
編纂作業第一段階 

まず、アルファベット順にカードを並べ枚数を確

認する。53,807枚に達したカードを担当者 14人

の作業員で分担し、FileMaker というデータベー

スソフトを使い入力した。 

編纂作業第二段階 

編纂第一段階終了後、引用箇所の間違い、

引用文の長さの不統一、山本博士が利用した辞

書の特定、語義の未定義などの問題に直面した。

編纂第二段階では、まず、引用文の見直しにつ

いて修正した。第一段階で入力したすべてのカ

ードの引用文を適切な長さにし、出典を再確認

するという作業を行った。 

編纂作業第三段階 

現在、編纂作業は第三段階に入っている。山

本博士の残されたカードのおよそ 3 分の 2 は、

語義が未定義のままになっているため、第三段

階では、未定義の語義を定義する作業を行って

いる。この作業は、ディケンズの専門家が担当し

ている。博士は、The Oxford English Dictionary 

(OED)の他に The Concise Oxford Dictionary of 

Current English（COD）の第二版と The Pocket 

Oxford Dictionary of Current English（POD）の



初版を頻繁に使用していた。その結果、第三段

階終了後は図

図１ 
 
４．研究成果

現在、

のテストバージョンが共同研究者間での利用が

可能となっている。現在の機能としては、まず、キ

ーワード欄に検索したい語句を入力すれば、す

ぐに検索結果を見ることが出来る。検索条件には、

見出し語、定義、作品名、章、引用、

の有無、コメントがあり、それぞれの項目にチェッ

クを入れる事で検索が可能となる。また、検索条

件として、カード、テクストのいずれかを選べば、

検索範囲を指定する事もできる。

ァベット順に並んでいるが、作品順に並び替える

事もできる。例えば、

のカードをクリックすると、このイディオムのカード

を見る事ができる。

イトル、チャプターだけでなく、実際に引用されて

いるテクストも読む事ができるため、前後の文脈

も確認する事ができる。また、

初版を頻繁に使用していた。その結果、第三段

階終了後は図１のようになる。
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のテストバージョンが共同研究者間での利用が
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ーワード欄に検索したい語句を入力すれば、す

ぐに検索結果を見ることが出来る。検索条件には、

見出し語、定義、作品名、章、引用、

の有無、コメントがあり、それぞれの項目にチェッ
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初版を頻繁に使用していた。その結果、第三段

のようになる。 

 

の編集第３段階終了図

上で、The Dickens Lexicon

のテストバージョンが共同研究者間での利用が

可能となっている。現在の機能としては、まず、キ

ーワード欄に検索したい語句を入力すれば、す

ぐに検索結果を見ることが出来る。検索条件には、

見出し語、定義、作品名、章、引用、

の有無、コメントがあり、それぞれの項目にチェッ

クを入れる事で検索が可能となる。また、検索条

件として、カード、テクストのいずれかを選べば、

検索範囲を指定する事もできる。

ァベット順に並んでいるが、作品順に並び替える

事もできる。例えば、“do the honours of the house”

のカードをクリックすると、このイディオムのカード

を見る事ができる。OEDからの定義、テクストのタ

イトル、チャプターだけでなく、実際に引用されて

いるテクストも読む事ができるため、前後の文脈

も確認する事ができる。また、Cf.

初版を頻繁に使用していた。その結果、第三段

 

の編集第３段階終了図 

Dickens Lexicon Digital

のテストバージョンが共同研究者間での利用が

可能となっている。現在の機能としては、まず、キ

ーワード欄に検索したい語句を入力すれば、す

ぐに検索結果を見ることが出来る。検索条件には、

見出し語、定義、作品名、章、引用、OEDの引用

の有無、コメントがあり、それぞれの項目にチェッ

クを入れる事で検索が可能となる。また、検索条

件として、カード、テクストのいずれかを選べば、

検索範囲を指定する事もできる。カードはアルフ

ァベット順に並んでいるが、作品順に並び替える

“do the honours of the house”

のカードをクリックすると、このイディオムのカード

からの定義、テクストのタ

イトル、チャプターだけでなく、実際に引用されて

いるテクストも読む事ができるため、前後の文脈

Cf.の項目では、山

初版を頻繁に使用していた。その結果、第三段

Digital

のテストバージョンが共同研究者間での利用が

可能となっている。現在の機能としては、まず、キ

ーワード欄に検索したい語句を入力すれば、す

ぐに検索結果を見ることが出来る。検索条件には、

の引用

の有無、コメントがあり、それぞれの項目にチェッ

クを入れる事で検索が可能となる。また、検索条

件として、カード、テクストのいずれかを選べば、

アルフ

ァベット順に並んでいるが、作品順に並び替える

“do the honours of the house”

のカードをクリックすると、このイディオムのカード

からの定義、テクストのタ

イトル、チャプターだけでなく、実際に引用されて

いるテクストも読む事ができるため、前後の文脈

の項目では、山

本博士によるメモやその他役立つ情報なども記

載される。

 

小説の電

テクストだけではなく、他の作家の作品も検索で

きるような機能を提供している。現在のテストバ

ージョンでは、ジェイン•オースティンの作品のみ

が利用可能となっているが、今後は

19

本博士によるメモやその他役立つ情報なども記

載される。 

図 2 A test version of the Dickens Lexicon
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が利用可能となっているが、今後は 18世紀から

世紀の小説の電子テクストを網羅的に収録し、

本博士によるメモやその他役立つ情報なども記

A test version of the Dickens Lexicon 

子テクストに関しては、ディケンズの

テクストだけではなく、他の作家の作品も検索で

きるような機能を提供している。現在のテストバ

ージョンでは、ジェイン•オースティンの作品のみ

世紀から

世紀の小説の電子テクストを網羅的に収録し、

 



KWIC

ードの直前・直後のワードによるソートなど、様々

な形での検索が可能になるようにする。これによ

り、後期近代英語の多くの作品とも比較できるよ

うになる。

 さらに、

ため、イディオムを共時的観点からも通時的観

点からも考察できる。ディケンズの全作品を選択

し、イディオムや語句検索をすれば、初期の作

品から後期の作品にかけて、使用形態の変遷を

概観できる。

すれば、ディケンズと比較でき、ディケンズの文

体特徴の一端を探ることもできる。

 今後は、さらにユーザーフレンドリーなインター

フェイ

ション検索機能、統計処理

検索結果の統計処理を容易に行うことができ、

グラフ

て、完成

 

(1) Dickens 

して次の情報を得ることができる。品詞、定

義、作品名、章、引用、

コメント。それぞれの項目に関してキーワー

ド検索だけでなく、アルファベット順、作品別、

イディオム別にデータを抽出、まとめることが

できる。

(2) Dickens 

作品全体のイディオムや語句検索ができる。

さらに、初期の作品から後期の作品にかけ

て、年代順の使用形態を概観できる。また、

手紙や講演のコーパスと比較することによっ

てフィクションとノンフィクションの言語文体の

比較ができる。

(3) 

ソート・語彙リスト生成機能を備えたコンコー

ダンス・モジュール搭載しているので、コンコ

ーダンスの作成だけでなく、語彙頻度、コロ

ケーション、クラスターなどを調べることがで

きる。さらに、

KWIC 検索や、KWIC

ードの直前・直後のワードによるソートなど、様々

な形での検索が可能になるようにする。これによ

り、後期近代英語の多くの作品とも比較できるよ

うになる。 

さらに、作家ごと、時代ごとの比較が可能となる

ため、イディオムを共時的観点からも通時的観

点からも考察できる。ディケンズの全作品を選択

し、イディオムや語句検索をすれば、初期の作

品から後期の作品にかけて、使用形態の変遷を

概観できる。18 世紀、

すれば、ディケンズと比較でき、ディケンズの文

体特徴の一端を探ることもできる。

今後は、さらにユーザーフレンドリーなインター

フェイスを開発し、コンコーダンサーやコロケー

ション検索機能、統計処理

検索結果の統計処理を容易に行うことができ、

グラフとして提示することも可能となる。

て、完成後は次のような

(1) Dickens の作品におけるイディオムに関

して次の情報を得ることができる。品詞、定

義、作品名、章、引用、

コメント。それぞれの項目に関してキーワー

ド検索だけでなく、アルファベット順、作品別、

イディオム別にデータを抽出、まとめることが

できる。 

(2) Dickens の全作品のコーパスを使って、

作品全体のイディオムや語句検索ができる。

さらに、初期の作品から後期の作品にかけ

て、年代順の使用形態を概観できる。また、

手紙や講演のコーパスと比較することによっ

てフィクションとノンフィクションの言語文体の

比較ができる。

(3) AntConc や

ソート・語彙リスト生成機能を備えたコンコー

ダンス・モジュール搭載しているので、コンコ

ーダンスの作成だけでなく、語彙頻度、コロ

ケーション、クラスターなどを調べることがで

きる。さらに、MI 

KWIC 検索結果におけるキーワ

ードの直前・直後のワードによるソートなど、様々

な形での検索が可能になるようにする。これによ

り、後期近代英語の多くの作品とも比較できるよ

作家ごと、時代ごとの比較が可能となる

ため、イディオムを共時的観点からも通時的観

点からも考察できる。ディケンズの全作品を選択

し、イディオムや語句検索をすれば、初期の作

品から後期の作品にかけて、使用形態の変遷を

世紀、19 世紀のコーパスを選択

すれば、ディケンズと比較でき、ディケンズの文

体特徴の一端を探ることもできる。

今後は、さらにユーザーフレンドリーなインター

スを開発し、コンコーダンサーやコロケー

ション検索機能、統計処理機能も搭載してい

検索結果の統計処理を容易に行うことができ、

として提示することも可能となる。

は次のようなことが可能である

の作品におけるイディオムに関

して次の情報を得ることができる。品詞、定

義、作品名、章、引用、OED 

コメント。それぞれの項目に関してキーワー

ド検索だけでなく、アルファベット順、作品別、

イディオム別にデータを抽出、まとめることが

の全作品のコーパスを使って、

作品全体のイディオムや語句検索ができる。

さらに、初期の作品から後期の作品にかけ

て、年代順の使用形態を概観できる。また、

手紙や講演のコーパスと比較することによっ

てフィクションとノンフィクションの言語文体の

比較ができる。 

や CasualConc 

ソート・語彙リスト生成機能を備えたコンコー

ダンス・モジュール搭載しているので、コンコ

ーダンスの作成だけでなく、語彙頻度、コロ

ケーション、クラスターなどを調べることがで

MI スコア、t スコア、

検索結果におけるキーワ

ードの直前・直後のワードによるソートなど、様々

な形での検索が可能になるようにする。これによ

り、後期近代英語の多くの作品とも比較できるよ

作家ごと、時代ごとの比較が可能となる

ため、イディオムを共時的観点からも通時的観

点からも考察できる。ディケンズの全作品を選択

し、イディオムや語句検索をすれば、初期の作

品から後期の作品にかけて、使用形態の変遷を

世紀のコーパスを選択

すれば、ディケンズと比較でき、ディケンズの文
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究としても注目すべき成果をもたらし、
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2014

る予定である。

スコア等の統計量を用いたコロケーション抽

出機能も搭載している。

(4) 18 世紀と

ているので、

Dickens を含めた全作品のあるイディオムや

語句のグラフを提示。

(5) 本レキシコンを使った英語研究の促進を

図るため、研究の可能性についての序論の
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育成のために

本レキシコンを使った言語研究に関する一
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問も受け付ける。

(7) 利用者の利便性を高める試みの一つと

してスマートフォンや

報端末からのアクセスも可能にする。
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